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■
令
和
７
年
度
連
盟
第
２
回
理

事
会
を
開
催

全
市
連
は
11
月
17
日
（
月
）、
令
和
７
年
度

第
２
回
理
事
会
を
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
会
議

室
（
東
京
都
文
京
区
）
で
開
催
し
た
。
出
席
は

理
事
29
名
と
監
事
計
２
名
の
計
31
名
。
林
野
庁

か
ら
は
、
福
田
淳
木
材
産
業
課
長
、
高
橋
秀
夫

木
材
産
業
課
流
通
班
担
当
課
長
補
佐
及
び
大
道

一
浩
業
務
課
企
画
官
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
。

守
屋
長
光
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、
来
年
１
月

か
ら
下
請
法
が
取
適
法
に
改
正
さ
れ
て
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
触
れ
、
本
日
は
、
林
野
庁
か
ら
法

律
改
正
や
政
策
の
動
き
等
に
つ
い
て
最
新
の
情

報
提
供
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
大

変
貴
重
な
機
会
な
の
で
、
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
頂
き
、
有
意
義
な
会
議
と
な
る
よ

う
お
願
い
す
る
と
述
べ
た
。

【
林
野
庁
・
情
報
提
供
】

福
田
課
長
か
ら
、
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け

る
適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）、
物

流
効
率
化
法
の
施
行
、
令
和
８
年
度
予
算
概
算

要
求
に
つ
い
て
次
の
詳
し
い
ご
説
明
を
い
た
だ

い
た
。

１
．
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
適
正
取
引
推

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

本
年
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適
切
な

価
格
転
嫁
を
定
着
さ
せ
る
「
構
造
的
な
価
格
転

嫁
」
の
実
現
に
向
け
て
、下
請
法
が
改
正
さ
れ
、

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
取
適
法
と
し
て
施
行

さ
れ
る
。
受
託
中
小
企
業
振
興
法
に
基
づ
く
振

興
基
準
で
は
、
適
正
な
取
引
条
件
及
び
取
引
慣

行
を
確
立
す
る
た
め
、
委
託
事
業
者
及
び
中
小

受
託
事
業
者
は
、
国
が
策
定
し
た
業
種
別
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
よ
う
努
め
る
旨
規
定
さ

れ
て
お
り
、
林
野
庁
は
、
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
「
林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
適
正

取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
令
和
７
年
11
月

18
日
に
公
表
す
る
予
定
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
背
景
に
は
、
林
業
・

木
材
産
業
は
、
必
要
な
コ
ス
ト
を
価
格
に
転
嫁

し
に
く
い
状
況
に
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
出
発
点
で
あ
る
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
は
、

木
材
の
販
売
収
益
だ
け
で
は
再
造
林
経
費
を
賄

え
な
い
状
況
が
あ
る
。
木
材
を
持
続
的
・
安
定

的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
各
段
階
に
お
け
る
価
格
転
嫁
に
業

界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

令
和
７
年
６
月
に
行
っ
た
木
材
取
引
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
林
業
・
木
材
産

業
に
お
け
る
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
の
実
施
状

況
は
、
十
分
と
は
言
い
難
い
状
況
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
適
正
取
引
推
進
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
価
格
交
渉
の
重
要
性
や
改
善

す
べ
き
商
慣
習
・
望
ま
し
い
取
引
事
例
等
を
示

し
、
価
格
転
嫁
及
び
取
引
適
正
化
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
事
業
者
及
び
取

引
関
係
の
う
ち
、
独
占
禁
止
法
及
び
取
適
法
が

適
用
さ
れ
る
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。
独
占
禁

止
法
に
お
け
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
は
、
全
て

の
取
引
を
対
象
に
し
て
い
る
。
一
方
、
取
適
法

は
、適
用
対
象
と
な
る
範
囲
を
設
け
る
こ
と
で
、

執
行
を
簡
易
迅
速
に
行
っ
て
い
く
も
の
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
、
問
題
と
な
り

得
る
事
例
、
関
連
法
規
の
留
意
点
、
望
ま
し
い

取
引
の
あ
り
方
及
び
望
ま
し
い
取
引
実
例
を
次

の
通
り
に
分
類
・
整
理
し
て
示
し
た
。

○
見
積
り
・
受
注
―
一
方
的
な
取
引
価
格
の
決

定
、
コ
ス
ト
が
適
正
に
反
映
さ
れ
な
い
価
格

決
定
、
著
し
く
低
い
価
格
に
よ
る
取
引

○
納
品
・
支
払
い
―
受
入
制
限
・
受
領
拒
否
、

一
方
的
な
発
注
の
取
消
し
、
減
額
、
協
力
金
、

協
賛
金
等
の
負
担
、
振
込
手
数
料
の
負
担
、

配
送
費
用
の
負
担
、
シ
ス
テ
ム
利
用
料
の
徴

収
、
支
払
期
間
の
長
期
化

〇
発
注
者
か
ら
の
要
請
―
使
用
資
材
の
購
入
強

制
、
役
務
等
の
提
供
、
納
品
後
の
ク
レ
ー
ム

対
応

望
ま
し
い
取
引
形
態
の
確
立
に
向
け
た
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

発
注
者
と
し
て
―
受
注
者
に
求
め
る
商
品
の

品
質
や
性
能
等
の
要
件
を
具
体
的
に
示
す
と
と

も
に
、
根
拠
を
示
さ
な
い
値
引
き
や
、
値
上
げ

を
伴
わ
ず
に
要
件
以
上
の
品
質
・
性
能
等
の
要

求
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。
と

り
わ
け
、
木
材
は
自
然
物
で
あ
り
、
外
観
に
個

体
差
が
生
じ
る
特
性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
、
見
た
目
を
理
由
と
し
た
不
当
な
要
求
を

行
わ
な
い
よ
う
留
意
が
必
要
。

受
注
者
と
し
て
―
積
極
的
に
価
格
交
渉
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
価
格
交
渉
の
実
施
状

況
は
十
分
と
は
言
い
難
い
現
状
を
鑑
み
る
と
、

ま
ず
は
発
注
者
と
の
交
渉
と
い
う
手
段
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
発
注
者
に
対
し
て
交

渉
を
申
し
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
発
注
者

か
ら
の
過
度
な
要
求
に
対
し
て
は
、
伐
採
後
の

再
造
林
費
用
も
含
め
た
生
産
コ
ス
ト
等
に
比
し

て
、
著
し
く
低
い
価
格
で
の
販
売
等
を
行
う
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
事
業
の
持
続
性
等
を
意
識

し
、
採
算
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
受
注
を
行
う
こ

と
が
重
要
。

適
正
取
引
の
推
進
に
向
け
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
踏
ま
え
、業
界
団
体
に
お
い
て
、「
取

引
適
正
化
」
及
び
「
付
加
価
値
向
上
」
に
向
け

理事会の様子
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１
日
（
月
）
に
東
京
に
て
開
催
。

【
講
演
会
】

林
野
庁
木
材
産
業
課
の
高
橋
秀
夫
流
通
班
担

当
課
長
補
佐
か
ら
「
里
山
広
葉
樹
の
利
活
用
と

再
生
に
向
け
て
」
と
同
課
の
中
村
誠
住
宅
資
材

班
担
当
課
長
補
佐
か
ら
「「
森
の
国
・
木
の
街
」

の
実
現
に
向
け
て
～
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
見
直
し
を
契

機
に
～
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

高
橋
課
長
補
佐
か
ら
は
、
里
山
広
葉
樹
林
の

現
状
、
広
葉
樹
の
需
要
動
向
、
広
葉
樹
利
用
の

新
た
な
動
き
、
広
葉
樹
利
活
用
が
進
ま
な
い
要

因
の
分
析
、
国
産
広
葉
樹
利
活
用
と
再
生
に
向

け
た
取
組
事
例
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
、
林

野
庁
が
令
和
６
年
度
に
開
催
し
た
里
山
広
葉
樹

利
活
用
推
進
会
議
の
提
言
か
ら
、
情
報
を
収

集
・
共
有
、
交
流
を
促
進
、
利
活
用
の
意
義
の

発
信
等
に
取
り
組
む
場
と
し
て
の
里
山
広
葉
樹

利
活
用
・
再
生
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
す

る
提
案
、
林
野
庁
里
山
広
葉
樹
利
活
用
推
進

チ
ー
ム
の
活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ

い
た
。

中
村
課
長
補
佐
か
ら
は
、Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
と
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
を
一
定
量
以
上
排

出
す
る
者
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
算
定
と
国
へ
の

報
告
を
義
務
付
け
し
、
国
は
報
告
さ
れ
た
デ
ー

た
自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
計
画
の
遵
守
を

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

２
．
物
流
効
率
化
法
の
施
行
（
特
定
荷
主
の
指

定
基
準
等
）

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
⼀
定
規
模
以
上

の
荷
主
（
特
定
荷
主
）
に
対
し
て
、
中
長
期
計

画
の
作
成
や
定
期
報
告
等
の
義
務
が
導
⼊
さ
れ

る
。
特
定
荷
主
の
指
定
基
準
は
、
前
年
度
の
取

扱
貨
物
の
合
計
重
量
が
９
万
ト
ン
以
上
と
さ
れ

て
い
る
。
容
積
で
取
引
さ
れ
て
い
る
貨
物
を
重

量
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
１
㎥
＝
２
８
０
㎏

と
し
て
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
荷
主
事
業

者
ご
と
（
会
社
単
位
）
に
、
第
⼀
種
荷
主
、
第

⼆
種
荷
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
⽴
場
で
取
り
扱
っ
た

貨
物
に
つ
い
て
算
定
す
る
。
取
扱
貨
物
の
重
量

は
、
貨
物
の
受
け
取
り
、
引
き
渡
し
分
を
合
算

し
て
算
定
す
る
。
第
⼆
種
荷
主
で
あ
っ
て
、
荷

物
の
受
け
取
り
等
の
⽇
時
や
時
間
帯
等
を
指
⽰

で
き
な
い
も
の
の
重
量
は
除
く
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
複
式
の
木
材
市
場
で
、
浜
問
屋
が

荷
物
の
受
け
取
り
や
引
き
渡
し
を
行
う
場
合

は
、
第
二
種
荷
主
に
該
当
す
る
の
は
木
材
市
場

で
は
な
く
浜
問
屋
に
な
る
。

特
定
荷
主
に
指
定
さ
れ
た
場
合
の
定
期
報
告

に
つ
い
て
は
、
待
ち
時
間
が
１
時
間
未
満
の
場

合
や
重
量
物
を
扱
う
こ
と
か
ら
安
全
確
認
等
の

た
め
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、
報
告
の
省

略
が
可
能
で
あ
り
、
重
量
物
で
あ
る
木
材
の
運

搬
は
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
て
い
る
。

３
．
令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求

来
年
度
の
木
材
産
業
課
の
概
算
要
求
で
は
、

地
方
で
の
３
階
建
て
以
下
等
の
低
層
の
中
大
規

模
建
築
物
を
念
頭
に
一
般
流
通
材
を
使
っ
た
木

造
化
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
こ
の
た
め
一

般
流
通
材
の
高
度
利
用
に
よ
る
部
材
や
設
計
・

施
行
手
法
等
の
開
発
・
普
及
の
支
援
を
要
求
し

て
い
る
。

４
．「
森
の
国
・
木
の
街
」
づ
く
り
宣
言

こ
の
宣
言
は
、
建
築
物
の
木
造
化
や
木
材
利

用
の
効
果
の″
見
え
る
化
〟
を
通
じ
て
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
。
理
念
に

ご
賛
同
い
た
だ
く
企
業
を
募
っ
て
い
る
の
で
、

皆
様
に
も
ぜ
ひ
こ
の
宣
言
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

【
業
務
・
情
勢
報
告
】

事
務
局
よ
り
次
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、

承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習

会
の
日
程
、
林
野
庁
へ
の
政
策
提
言
（
令
和
７

年
８
月
）、
令
和
８
年
度
林
業
・
木
材
産
業
関

係
税
制
改
正
要
望
、
林
野
庁
補
助
事
業
の
実
施

状
況
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
推
移

【
原
木
部
会
と
製
品
部
会
の
報
告
】

１
．
原
木
部
会
の
報
告

伊
東
貴
樹
原
木
部
会
長
（（
株
）
伊
万
里
木

材
市
場
）
が
10
月
24
日
に
開
催
し
た
原
木
部
会

の
概
要
を
報
告
し
た
。

売
上
高
は
前
年
を
下
回
る
。
要
因
は
素
材
生

産
業
者
の
減
少
、
工
場
へ
の
直
送
の
増
加
、
猛

暑
に
よ
る
生
産
の
減
少
、
事
業
地
の
奥
地
化
、

林
業
機
械
の
コ
ス
ト
上
昇
等
。
燃
料
用
チ
ッ
プ

用
原
木
の
引
き
合
い
は
強
い
。
優
良
材
は
生
産

量
少
な
く
引
き
合
い
強
い
。
素
材
生
産
者
の
減

少
に
対
応
す
る
た
め
、
市
場
自
ら
が
山
林
従
事

者
を
育
成
し
、
山
林
所
有
者
の
施
業
支
援
や
集

材
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
域

木
材
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
材
に
よ

る
公
共
建
築
物
の
建
設
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
社

寺
仏
閣
の
物
件
が
少
な
く
、
大
径
材
需
要
が
低

下
。
合
板
工
場
、
集
成
材
工
場
で
減
産
が
続
き

丸
太
の
在
庫
が
増
え
始
め
て
い
る
。

課
題
と
行
政
等
へ
の
提
案
・
要
望
に
つ
い
て

は
、
国
産
材
住
宅
へ
の
支
援
、
ト
ラ
ス
工
法
等

に
よ
る
木
造
非
住
宅
建
築
の
推
進
、
役
物
・
Ａ

Ｂ
材
需
要
の
創
出
、
公
共
建
築
物
の
設
計
段
階

か
ら
の
木
材
市
場
の
関
与
、
林
道
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
内
航
船
輸
送
の
た
め
の
港
湾
整
備
、

シ
カ
食
害
対
策
、
森
林
施
業
実
施
の
た
め
地
域

で
協
力
し
た
森
林
所
有
者
の
確
定
等
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
た
。

２
．
製
品
部
会
の
報
告

多
田
啓
製
品
部
会
長
（（
株
）
ア
サ
モ
ク
）

が
10
月
31
日
に
開
催
し
た
製
品
部
会
の
概
要
を

報
告
し
た
。

建
築
基
準
法
改
正
に
よ
る
３
月
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
で
需
要
が
減
少
、
７
以
降
、
需
要

は
回
復
し
て
き
て
は
い
る
が
未
だ
弱
い
。
製
品

の
値
動
き
は
悪
い
中
、
単
価
は
大
き
な
変
動
が

な
く
、
取
り
扱
う
製
品
に
よ
り
異
な
る
。

課
題
と
行
政
へ
の
提
案
・
要
望
に
つ
い
て

は
、
国
産
材
を
扱
う
中
小
製
材
工
場
が
増
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
の
取
得
や
乾
燥

機
導
入
等
へ
の
支
援
策
、
住
宅
着
工
戸
数
が
減

少
す
る
中
で
住
宅
取
得
へ
の
支
援
、
在
来
工
法

の
木
造
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
住
宅
建
設
へ
の
支
援

策
、
非
住
宅
で
も
使
用
で
き
る
壁
・
天
井
等
の

内
装
用
の
需
要
拡
大
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化

に
向
け
た
地
域
の
建
築
士
や
設
計
士
と
の
連

携
、
製
品
市
場
の
ス
ト
ッ
ク
機
能
や
物
流
の
平

準
化
・
効
率
化
・
現
場
へ
の
供
給
機
能
の
適
正

な
評
価
、
製
品
価
格
低
迷
に
よ
る
中
小
製
材
所

の
経
営
へ
の
懸
念
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。

【
協
議
事
項
】

事
務
局
か
ら
以
下
を
提
案
し
、承
認
さ
れ
た
。

令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
３
月
16
日
（
月
）
に
東
京
に
て
開
催
。

次
期
定
期
総
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
６
月

高橋課長補佐の講演
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興
は
急
ピ
ッ
チ
で
や
ら
な
い
と
、
土
砂
が
流
れ

て
き
て
海
女
さ
ん
の
漁
場
が
埋
ま
っ
て
し
ま

う
。
全
国
の
土
木
関
係
事
業
者
に
協
力
し
て
も

ら
っ
て
、
優
先
順
位
で
な
く
一
斉
に
復
旧
・
復

興
工
事
に
取
り
掛
か
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
？
』、『
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進

議
連
の
「
緊
急
決
起
大
会
」
や
「
治
山
・
林
道

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
る
。
自
分
と
し
て
も
頑

張
り
た
い
』
な
ど
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

■
「
令
和
６
年
木
材
需
給
表
」

の
公
表 

～
総
需
要
量
は
増
加
、
木
材

自
給
率
は
42
・
５
％
に
減
少
～

林
野
庁
は
、
11
月
21
日
、
令
和
６
年
の
木
材

需
給
表
を
公
表
し
た
。（
以
下
の
需
要
量
・
供

給
量
は
丸
太
換
算
で
表
示
。）

令
和
６
年
に
お
け
る
木
材
の
総
需
要
量
・
供

給
量
は
、
８
１
、８
７
４
千
㎥
で
前
年
に
比
べ

１
、９
６
０
千
㎥
（
２
・
５
％
）
増
加
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
５
９
、１
２
８
千
㎥
で

前
年
に
比
べ
２
４
１
千
㎥
（
０
・
４
％
）
の
減

少
、
し
い
た
け
原
木
が
１
５
４
千
㎥
で
前
年
に

比
べ
37
千
㎥
（
19
・
４
％
）
の
減
少
、
燃
料
材

が
２
２
、５
９
３
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
２
、２
４

０
千
㎥
（
11
・
０
％
）
の
増
加
で
あ
る
。

総
需
要
量
の
う
ち
、
国
内
消
費
量
は
、
７
７
、

８
７
１
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
１
、３
５
２
千
㎥

（
１
・
８
％
）
増
加
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
用

材
が
５
５
、１
３
８
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
８
４

２
千
㎥
（
１
・
５
％
）
の
減
少
、
し
い
た
け
原

木
が
１
５
４
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
37
千
㎥

（
19
・
４
％
）
の
減
少
、
燃
料
材
が
２
２
、５
８

０
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
２
、２
３
２
千
㎥

（
11
・
０
％
）
の
増
加
で
あ
る
。

総
需
要
量
の
う
ち
、
輸
出
量
は
、
４
、０
０

３
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
６
０
８
千
㎥
（
17
・

９
％
）
増
加
し
た
。
こ
の
中
で
、
前
年
に
比
べ

て
増
加
量
が
大
き
か
っ
た
も
の
は
、
木
材
パ
ル

プ
・
チ
ッ
プ
等
の
３
４
９
千
㎥
（
25
・
５
％
）、

丸
太
の
２
２
４
千
㎥
（
14
・
０
％
）
で
あ
る
。

総
供
給
量
の
う
ち
、
国
内
生
産
量
は
、
３
４
、

８
０
９
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
４
８
６
千
㎥

（
１
・
４
％
）
増
加
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
用

材
が
２
２
、３
６
９
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
５
６

５
千
㎥
（
２
・
５
％
）
の
減
少
、
し
い
た
け
原

木
が
１
５
４
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
37
千
㎥

（
19
・
４
％
）
の
減
少
、
燃
料
材
が
１
２
、２
８

７
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
１
、０
９
０
千
㎥（
９
・

７
％
）
の
増
加
で
あ
る
。

総
供
給
量
の
う
ち
輸
入
量
は
、
４
７
、０
６

５
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
１
、４
７
４
千
㎥（
３
・

２
％
）
増
加
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
３

６
、７
５
９
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
３
２
４
千
㎥

（
０
・
９
％
）
の
増
加
、
燃
料
材
が
１
０
、３
０

６
千
㎥
で
前
年
に
比
べ
１
、１
５
０
千
㎥

（
12
・
６
％
）
の
増
加
で
あ
る
。

総
数
で
の
自
給
率
は
42
・
５
％
で
前
年
に
比

タ
を
集
計
し
、
公
表
す
る
制
度
。
木
材
を
使
っ

た
建
築
物
等
を
新
築
等
に
よ
り
自
ら
所
有
す
る

企
業
や
自
治
体
が
、
自
社
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
か

ら
、
木
材
利
用
に
よ
る
炭
素
貯
蔵
量
を
差
し
引

い
て
報
告
で
き
る
よ
う
規
定
を
改
正
予
定
。
こ

れ
に
よ
り
非
住
宅
分
野
等
の
木
造
化
・
木
質
化

が
期
待
さ
れ
、
木
材
製
品
も
算
定
報
告
対
象
に

含
ま
れ
る
の
で
利
用
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

の
他
、
木
造
建
築
と
他
構
造
と
の
コ
ス
ト
比
較

の
事
例
な
ど
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
講
演
者

の
説
明
の
後
に
は
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。■

鈴
木
憲
和
・
新
農
林
水
産
大

臣
を
森
林
・
林
業
・
林
産
業
13

団
体
が
表
敬
訪
問

高
市
内
閣
の
農
林
水
産
大
臣
に
就
任
さ
れ
た

鈴
木
憲
和
大
臣
を
、
11
月
18
日
（
火
）
午
後
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
13
団
体
で
ご
訪

問
し
、
大
臣
就
任
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
就
任
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
と
各

業
界
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
順
に
発
言
が
行

わ
れ
、
大
臣
か
ら
そ
の
都
度
、『
山
元
立
木
価

格
の
話
が
出
た
が
、
コ
ス
ト
指
標
の
よ
う
な
も

の
は
あ
る
の
か
？
』、『
能
登
半
島
の
復
旧
・
復

べ
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
建
築
用
材
等

の
自
給
率
は
、
輸
入
量
が
増
加
し
た
こ
と
等
に

よ
り
、
52
・
９
％
で
前
年
に
比
べ
２
・
４
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
た
。非
建
築
用
材
等
の
自
給
率
は
、

燃
料
材
の
国
内
生
産
の
増
加
等
に
よ
り
、
36
・

５
％
で
前
年
に
比
べ
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

た
。■

全
国
優
良
木
材
展
示
会 

　

―
東
海
木
材
相
互
市
場

丸
晃
林
業
（
ヒ
ノ
キ
天
然
木
１
９
０
年
生
）

に
農
林
水
産
大
臣
賞

当
連
盟
主
催
の
全
国
優
良
木
材
展
示
会
が
11

月
21
日
（
金
）、（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場
・

大
口
市
場
（
上
地
浩
之
社
長
）
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
は
、
福
田
淳
林
野
庁
木
材
産
業
課
長
、
佐

伯
知
広
中
部
森
林
管
理
局
長
、
青
山
義
明
愛
知

県
林
務
部
林
務
課
長
ほ
か
。
出
品
材
は
、
２
２

０
０
㎥
（
※
）
に
上
っ
た
。
※
国
有
林
材
（
木

曽
ヒ
ノ
キ
材
、
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
材
）
を

含
む
。

開
会
に
当
た
り
鈴
木
善
一
朗
全
市
連
副
会

長
・
東
海
支
部
長
が
、
表
彰
受
賞
者
へ
の
祝
辞

に
続
き
、「
本
展
示
会
は
、
優
良
木
材
の
需
要

拡
大
に
向
け
て
、
当
連
盟
が
関
係
各
位
の
御
協

力
の
も
と
長
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
も

の
。
本
年
は
住
宅
需
要
の
低
迷
に
よ
り
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
一
方
で
、
公
共
建
築
物

や
商
業
施
設
で
木
材
を
見
せ
る
建
物
が
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
我
々
も
優
良
材
の

需
要
拡
大
に
向
け
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
本
日
は
多
様
な
優
良
材
が
出
品
さ
れ
て
い

る
の
で
全
量
の
お
買
上
げ
を
お
願
い
す
る
。」

等
の
挨
拶
を
し
た
。

林
野
庁
福
田
課
長
か
ら
は
、
表
彰
受
賞
者
へ

の
祝
辞
、「
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
」
の

鈴木大臣との記念撮影

中村課長補佐の講演
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実
現
に
向
け
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル

確
立
、
全
国
で
街
の
木
造
化
を
進
め
る
「
森
の

国
・
木
の
街
」
の
実
現
に
向
け
た
「『
森
の
国
・

木
の
街
』
づ
く
り
宣
言
」
へ
の
企
業
・
自
治
体

の
参
画
の
要
請
、「
全
優
展
」
は
国
産
材
の
価

値
の
再
認
識
に
つ
な
が
る
貴
重
な
機
会
、
全
市

連
に
対
す
る
国
産
材
供
給
拡
大
へ
の
期
待
等
を

述
べ
た
小
坂
善
太
郎
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
を
代

読
い
た
だ
い
た
。

こ
の
後
、福
田
課
長
か
ら
農
林
水
産
大
臣
賞
、

林
野
庁
長
官
賞
の
表
彰
状
授
与
を
行
っ
た
。

式
典
終
了
後
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の

買
方
が
参
加
し
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
競
り
が
行

わ
れ
た
。
午
後
に
は
、
国
有
林
材
の
木
曽
ヒ
ノ

キ
、
段
戸
国
有
林
の
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
等

の
競
り
が
行
わ
れ
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
に
は
58
万
円

／
㎥
の
高
値
が
付
い
た
。

民
有
林
材
の
審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り（
敬

称
略
）。
▽
農
林
水
産
大
臣
賞　

丸
晃
林
業（
ヒ

ノ
キ
天
然
木
１
９
０
年
生
、
66
㎝
、
８
・
０
ｍ
）

▽
林
野
庁
長
官
賞　

菊
地
恭
子
、（
有
）
松
下

商
事　

▽
愛
知
県
知
事
賞　

柴
田
義
則
、
山
根

金
治　

▽
中
部
森
林
管
理
局
長
賞　

村
松
義

久
、
篠
田
晴
久　

▽
全
木
連
会
長
賞　

熊
平
一

吉
、
鈴
木
将
之　

▽
全
市
連
会
長
賞　

氏
原
哲

哉
、
山
奉
（
株
）　

▽
全
買
売
会
長
賞　

美
山

木
材
（
株
）、（
株
）
河
本
材
木
店

■
「
森
の
国
・
木
の
街
」
づ
く

り
宣
言
へ
の
参
画
募
集

豊
か
な
森
林
資
源
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
た
め

に
は
、
木
を
使
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
建

物
の
木
造
化
や
木
材
利
用
を
通
じ
て
、
地
域
の

環
境
も
暮
ら
し
も
良
く
な
り
、
そ
の
積
み
重
ね

が
森
林
を
守
り
、
地
球
の
未
来
を
育
て
ま
す
。

林
野
庁
は
、
こ
の
た
び
、「
森
の
国
・
木
の

街
」
づ
く
り
宣
言
に
参
画
す
る
自
治
体
・
企
業

等
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、

建
築
物
の
木
造
化
や
木
材
利
用
の
効
果
の″
見

え
る
化
〟
を
通
じ
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
進
め
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

森
林
の
恵
み
を
活
か
す
、木
の
街
づ
く
り
へ
、

全
市
連
会
員
の
皆
さ
ま
の
参
画
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
宣
言
の
登
録
方
法
は
、
次
の
林
野

庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m
okusan/rinyahp/20251001-1.htm

l

■
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
（
建
築
士
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
）

開
催
の
ご
案
内

全
市
連
で
は
、
木
材
を
取
り
扱
う
方
々
等
を

対
象
に
木
の
見
分
け
方
や
基
本
的
性
質
、
木
造

建
築
に
関
す
る
実
践
的
な
知
識
、
日
本
の
林
業

の
ほ
か
環
境
問
題
や
木
材
需
給
等
の
学
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
下
記
に
よ
り
木
材
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京

会
場
が
40
名
程
度
、大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、

日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
東
京
会
場
】

令
和
８
年
２
月
６
日
（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

　
　
　
　

２
月
７
日
（
土
）
９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
砂
防
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
平
川
町

２
―

７
―

４
）

【
大
阪
会
場
】

令
和
８
年
２
月
20
日
（
金
）
９
：
30
～
17
：
20
、

　
　
　
　

２
月
21
日
（
土
）
９
：
00
～
16
：
00

（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大
阪
市
西
区
南

堀
江
４
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）　

申
し
込
み
の
受
付
は
12
月
１
日
か
ら

申
込
用
紙
は
以
下
の
全
市
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載

https://w
w
w
.zennichiren.com

/
m
okuad/m

okuad_entry.htm
l

［
問
合
先
］（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
１
―

７
―

12　

林
友
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７

表彰式

市の様子 農林水産大臣賞受賞材


